
Ⅲ COEとしての活動

1.COE研究会報告

平成7年度～9年度COE研究高度化推進経焚

｢霊長類の発達の生物学的基礎.J

平成7年度～9年度COEの研究高度化推進経井に

関わる研究テーマとして ｢霊長類の発達の生物学

的基礎｣が取り上げられた｡これは､霊長類の発

適の過程で生ずる変化を分子レベルから行動や社

会のレベルの変化まで､学際的 ･総合的に明らか

にしょうとするもので､平成 7年度､9年度に2

回の研究会が開催された｡以下に発表の題名と演

者を記す｡

第 1回

日時 :1996年3月4日 (月)

喝所 :京都大学霊長類研究所大会抜去

参加者 約40名

サル前頭桑の発達

久保田 競 (京都大 ･霊長研)

サル脳内神経栄養因子の発達

林 基治 (京都大 ･霊長研)

ニホンザルとチンパンジーの周思春期発育特徴

演田 穣 (京都大 ･霊長研)

霊長類の成長様式- -歯の成長から

茂原信生 (京都大 ･霊長研)

言言古的音声はいかに獲得されるか

正高信男 (京都大 ･霊長研)

新しい比較認知発達研究に向けて

藤田和生 (京都大 ･霊長研)

野性チンパンジーのオスの社会的成長

中村夫知夫 (京都大 ･理)

マウンテンゴリラの性の発達

山極恭一 (京都大 ･霊長研)
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第2回

日時 :1998年3月12日 (木)

場所 :京都大学霊長類研死所大会議室

参加者 約40名

発達初期の霊長籾各組約におけるカテプシンEの

発現と生理機能

原山 節 (京都大 ･霊長研)

霊長類中枢神経系における脳由来神経栄燕因子の

受容体(TrkB)の発達

柿 基治 (京都大 ･霊長研)

サルにおけるMajorBrainRegulator:セロトニン

の2A型受容体の免疫組m化学

岡戸招刀 (筑波大医)

ニホンザルとチンパンジーの縦断的発育比較

損EI] 根 (京都大 ･霊長研)

歯にみられる生活科塊を探る手がか り:エナメル

質減形成

茂原信生 (京都大 ･霊長研)

老齢ニホンザルのconcum tobjectdiscdmhaGon

learning

中村克樹 (京都大 ･霊長研)

脳障書患者と若年 ･老齢健常者の認知 ･記憶テス

ト

三上車允 (京都大 ･霊長研)

チンパンジーにおける生物運動の知党

友永雅己 (京都大 ･霊長研)

チンパンジーの毛づくろい行動の発達

中村美知夫 (京都大 ･理)

ゴリラの生活史再考 :父系コミュニティの成立を

めぐって

山極専一 (京都大 ･理)



野性チンパンジーの成熟と寿命

杉山幸丸 (京都大 ･霊長研)

(文責 :林 基治)

2.国際シンポジウム報告
犬山シンポジウム ｢霊長類社会の生態学｣

lnuyamaSymposlum ''RecentTrendsinPn'mate
Socioecotogy"

1月5日から8日の4日間.犬山市の国際観光

センタ- rフロイデ｣において､犬山シンポジウ

ム r霊長較社会の生態学｣を開催した｡本シンポ

ジウムはその成果と先端的な理論を確立している

各国の研究者の成果を結張し､環境の食物供給か

ら社会柄追までを一本の論理でつないで討論する

目的で行われた｡25本の描法が5つのセッション

で行われ､その他に4本のポスター発表があった｡

発表者と硫題は以下の通り｡

Symposium1:Ecologicaldeterminantsof
behaviorandsocialstructure

ColinA.Chapman& Lauren∫.Chapman:

Smallscalevariationinecologicalconditions

andprimategroupsize.

KunioWatanabe:Groupsizevariationin

somespeciesofMacaca:implicationsof

evolutionaryprocesses.

GenYamakoshi:SocbecologyofChimpanzees

atBossouduringthefruitscarcity.

PeterHcnzi:Theecologyofsocialdynamics
infemalechacmabab∞ns.

AkioMori&Toshitakalwamoto:Sabecological

characteristicsofArsigeladas.

TamakiMaruhashi& ChiemiSaito:Range

structureandpopulationdensityofJapanese

macaquesinevergreenanddeciduous
forests.

CharlesJanson:Resourcepatchinessand

primatesociality:theroleofcognitivemaps.

Symposium2:b logiCalcons血 tsinfluencirv
reproductiveparameters

JohnBerard:Factorsinfluencingmating

successandreproductivesuccessinrhesus

maCaqueS.

YukioTakahata.JuichiYamagiwa.Naoki

Koyama.ShigeruSuzuki.& MichaelA.

Huffman:Repr∝luctivebiology,behavior,and

strategiesofmaleandfemaleJapanese

maCaqueS.

MariaA.vanNoordwijk:Determinantsof

femalereproductivesuccessinwildlong-

tailedmacaques.

AkisatoNishimura:Matingandreproduction

ofwoolymonkeys.

Jim Moore:Monkeys,apes,andU-shaped

trajectoryofviolence.

Symposium3:Inter-speciesrelationshipsand
prlmatecommunities

CarolineE.G.Tutin:Theprimatecommunity

oftheLopeReserve,Gabon:diversity.diets

andbiomassincontinuousandfragmented
forest.

RonaldNo岩:Theuseofinter-specific

associationsinthedefenceagainstpredators

by Colobusmonkeys:conditionaland

unconditionalstrategies.
HannahBuchanan-Smith:Distributionand

ecologicalsegregationofprimatesin
northernBolivia

Symposium4:Variationsinsocialbehavior

betweennaturalandprovisionedconditions

DavidA.Hill:Effectsofprovisioningonthe

socialbehaviorofJapaneseandrhesus

macaques:implicationsforsocio-ecology.
MasaakiKoganezawa& Hiroolmaki:Effects

offoodsourceonJapanesemonkeyhome

range size and location,and troop

composition

AndreasPaul:Thesocioecologyofinfant

handling:somelessonsfrom along-term

studyonprovisionedBarbarymacaquesand

someunansweredquestions.
ElisabethH.M.Sterck:Theeffectofhuman

habitat alteration on langur social

organization
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Symposium5:Ecologicalfactorsvs.social
factorsindeteminingsocialorganization

CaretP.Van Schaik:Fission-fusionsocialityin

Orangutans.

SimonBearder:Socialdiversityamong

nocturnalprimates

YukimamSugiyama:Socialanddemographic

variationofwildchimpanzeesindifferent
habitats.

JuichiYamagiwa:Effectsofsympatryon

socialorganizations of gorillas and

chimpanzees.
ShuichiMatsumura:Theevolutionof

-egalitarian'and d̀espotic'socialsystems

amongmaCaqueS.
KarenB.Strier:Predictingprimateresponses

tostochasticevents:anoxymoronfor

behavioralepology.orthenextessentialstep?

Postersession

HiroyukiKurita.TakeshiMatsui皮Eishi

Tokida:Sexdifferencesininfantmortalityof

Japanesemacaques.
HideshiOgawa&Gen'ichiIdani:Habitatuse

ofchimpanzeesinthesavannawoodland.

AkikoMatsumoto& DavidS.Sprague:

Influenceofseasonalityonbisexualparty

sizeandranginginMahalechimpanzees.
HiroyukiTakal1aShi:hter-speciesrelationships

betweenlong-hairedspidermonkeysand

woolymonkeysinLaMacarena,Colombia:

thebehaviorofspidermonkeyswhenthey

encounteredwoolymonkeys.

苅1セッションでは､霊長類の行動と社会構造

を左右する生態学的要因について､アカコロブス､

マカク柄､チンパンジー､チャクマヒヒ､ゲラダ

ヒヒ､ニホンザル､オマキザルを対象とした発表

があった｡主として食物の分布が個体間,典団RJl

の統合を通じて個体密度や熊田密度に影野を与

え､それが結只的に社会性の変界をつくり出すと

いう従来の考え方が支持される一方､現境によっ

て典田内の優劣順位システムや熊田の編成様式が

変化するなどの種内変異が報告され注目を浴び

た｡

第2セッションはいずれも10年以上にわたる長

期連続観察から､アカゲザル,ニホンザル､カニ

クイザル､ウーリーモンキー､ラング-ル､チン

パンジーについての発表があり､異なる環境条件

に対応して発達させた繁殖戦略について議論され

た｡熊田サイズの違いによってメスの繁殖成績が

大きく兄なること､オスの集団滞在期間が長くな

るにしたがい繁殖率が低下するという現象が多く

のマカクに共通である可能性が示唆された｡

第 3セッションは複数の種を含む霊長類群集の

進化についてアフリカと南米から発表があった｡

これらの研究は､数百万年前から地球環境が幾度

も寒冷 ･乾燥を経験し.森林の析小 ･拡大の繰り

返しによってさまざまな穂が多様な招境への適応

能力を発達させたという詑純に立って行われた｡

混群現象など霊長類群爪に見られる特徴をそれぞ

れの生息域の地史的子守尿と椎の能力を踏まえて分

析した研究はまだ少なく､血要な示唆を与える討

論であった｡

第4セッションでは､自然状態と人為投餌され

る環境の間に見られる行動や社会の種内変異を分

析した発表があった｡ニホンザルでは姉妹の間で

は妹はど優劣順位が高くなる仰向があるが､自然

群ではこの傾向は認められず.人為的に食物が集

中分布する環境で発達した現象であると示唆され

た他.ラング-ル類における熊田編成や子殺し行

動の有無が窮境条件によって左右されると報告さ

れた｡

第5セッションでは､霊長類の社会性に影響す

る生態的要因と社会的要因について発表があっ

た｡今まで社会性が希薄とされていた夜行性の原

猿類やオランウータンが､集団生活を営む霊長類

に匹敵するほどの社会性を示す例が報告された

他､チンパンジーでは地域によって熊田を移出入

する個体の性が晃なる､チンパンジーに比べると

ゴリラでは独特な社会性によって生息密度が分布

の制限要因になっている､マカク頬では平等的､

呼制的という兄なる社会システムが見られる､な

どが報告された｡これらは､窮境条件と霊長類の

社会性の問に把接的な対応関係があって種の示す

社会性は地域を超えて不変であるという従来の考

え方に修正を迫るものである｡
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全体に､学術的に高い水準の講演と活発な議論

が行われ､今後の研究の方向性を示唆する重要な

場となった｡シンポジウムでの発表と議論は国際

学術雑誌に特集として投稿し､出版することが計

画されている｡

なおシンポジウム開催にあたっては､文部省C

OE国際シンポジウム開催経費の他､犬山市の援

助を受けた｡

実行委員 (50音順)

大将秀行､小川秀司､加納隆至､杉山幸丸 (委員

長)､田中伊知郎､マイケル ･ハフマン､

浜井美弥 (日本モンキーセンター)､

松村秀一､森明雄,山極専一 (事務局長)､

山越言 (京都大 ･理)､波速邦夫

(文責 :松村秀一)

3.外国人研究員
氏 名 :Ⅰversen.‥verHans

受入教官 :友永雅己

研究祝福 :チンパンジ-の認知機能の実験的分析

招へい期間 :9.5.12- 9.8.ll

氏 名 :Mulabwa,MbangiHabari

受入数官 :加納隆至

研究課題 :ザィ-ル森林におけるボノボ及び他種

霊長規の森林利用の研究

招へい期間 :9.ll.13- 10.3.31

氏 名 :Anaya,FedericoDa∑a

受入教官 :茂原信生

研究課題 :南米広鼻猿類化石の形態学的解析

招へい期間 :9.12.20- 10.3.19

氏 名 :Huffman.MichaelAlan

受入教官 :杉山幸丸

研究課題 :霊長類の薬草利用と文化伝達

招へい期間 :9.4.1- 10.3.31

4.非常勤研究員 (氏名､採用期間)
田中伊知郎 :

平成9年4月 1日一平成10年3月31日

伊藤麻里子 :

平成9年4月 1日一平成10年3月31日

長谷川良平 :

平成9年4月1日一平成10年2月28日

鈴木 修司 :

平成10年3月1日一平成10年3月31日

5.研究支援推進員 (氏名､採用期間)
梅田せつ子 :

平成9年4月1日一平成10年3月31日

長谷川洋子 :

平成9年4月1日一平成10年3月31日

亀谷 秀子 :

平成9年4月 1日一平成10年3月31日

平井百合子 :

平成9年4月 1日-平成10年3月31日

松浮美津子 :

平成9年4月1日一平成10年3月31日

芝原 総子 :

平成9年4月1日一平成10年3月31日

伊藤 和子 :

平成9年5月16日一平成10年3月31日

菱田 靖 :

平成9年9月1日一平成10年3月31日

鈴木 益庸 :

平成9年12月1日一平成10年3月31日

-井 光美 :

平成9年4月1日一平成10年3月31日
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